蘇軾以降の「和陶詩」に於ける擬古詩性 by 鈴木, 敏雄
一
頁
蘇
軾
以
降
の
「
和
陶
詩
」
に
於
け
る
擬
古
詩
性
鈴
木
敏
雄
一
、
緒
言
北
宋
の
蘇
軾
（
東
坡
、
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
は
、
自
ら
の
「
追
和
古
人
」
詩
（
陶
淵
明
の
詩
に
和
し
た
所
謂
「
和
陶
詩
」）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
古
之
詩
人
有
擬
古
之
作
矣
、
未
有
追
和
古
人
者
也
。
追
和
古
人
、
則
始
於
吾
。
吾
於
詩
人
、
無
所
甚
好
、
獨
好
淵
明
之
詩
。
…
…
（
古
へ
の
詩
人
に
擬
古
の
作
有
る
も
、
未
だ
古
人
を
追
和
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
古
人
を
追
和
す
る
は
、
則
ち
吾
れ
よ
り
始
ま
る
。
吾
れ
の
詩
人
に
於
け
る
は
、
甚
だ
好
む
所
無
く
、
独
り
淵
明
の
詩
を
の
み
好
む
。
…
…
蘇
徹
「『
追
和
陶
淵
明
詩
』
引
」）
こ
れ
は
、「
和
陶
詩
」
は
「
擬
古
」
詩
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
は
な
く
、
以
下
に
引
く
具
体
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
和
韻
形
式
と
擬
古
形
式
と
を
併
せ
持
つ
新
し
い
詩
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
も
の
と
解
せ
る
（
註
１
）。
そ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
、
以
下
、
蘇
軾
以
降
に
詠
み
継
が
れ
る
各
人
の
「
和
陶
詩
」
の
、
そ
の
持
つ
擬
古
詩
性
に
着
目
し
て
み
た
い
。
蘇
軾
の
手
が
け
た
「
和
陶
詩
」
は
、
そ
れ
が
嚆
矢
と
な
り
、
後
世
に
数
多
く
の
「
和
陶
詩
」
を
誘
発
す
る
。
そ
の
誘
発
作
用
が
、
和
韻
詩
と
し
て
の
特
性
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
そ
の
持
つ
擬
古
詩
と
し
て
の
特
性
（「
擬
陶
」
性
お
よ
び
「
倣
陶
」
性
（
註
２
）に
負
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
そ
の
特
性
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。
二
、「
和
陶
詩
」
の
持
つ
擬
古
詩
性
「
和
陶
詩
」
が
「
擬
古
」
詩
と
し
て
も
成
立
す
る
条
件
を
備
え
る
こ
と
に
関
し
て
、
金
の
元
好
問
（
一
一
九
〇
―
一
二
五
七
）
は
「
跋
東
坡
『
和
淵
明
飲
酒
詩
』
後
」（
丙
辰
（
一
二
五
六
年
）
秋
八
月
十
二
日
題
す
）
に
於
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
東
坡
「
和
陶
」
氣
象
、
祇
是
坡
詩
如
云
「
三
杯
洗
戰
國
、
一
斗
消
彊
秦
」、
淵
明
决
不
能
辨
、
此
獨
恨
。「
空
杯
亦
常
持
」
之
句
、
與
論
「
無
絃
琴
」
者
、
自
相
矛
盾
。
別
一
詩
云
「
二
子
眞
我
客
、
不
醉
亦
陶
然
」、
此
爲
佳
。
（
東
坡
「
和
陶
」
の
気
象
は
、
祇
だ
是
れ
坡
詩
に
「
三
杯
戦
国
を
洗
ひ
、
一
斗
強
秦
を
消
す
」
と
云
ふ
が
ご
と
き
の
み
、
淵
明
は
决
し
て
弁
ず
る
能
は
ず
、
此
れ
独
り
恨
む
の
み
。「
空
杯
亦
た
常
に
持
す
」
の
句
は
、「
絃
無
き
の
琴
」
を
論
ず
る
者
と
、
自
ら
相
矛
盾
す
。
別
の
一
詩
に
「
二
子
は
真
に
我
が
客
、
酔
は
ず
し
て
亦
た
陶
然
た
り
」
と
云
ふ
は
、
此
れ
佳
と
為
す
。）
模
倣
詩
と
し
て
の
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
の
成
否
を
決
め
る
主
要
な
要
素
を
、
元
好
問
は
「
韻
（
和
韻
）」
に
は
触
れ
ず
、
原
唱
と
和
詩
の
具
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
気
象
」
の
類
似
に
在
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
気
象
」
が
両
者
間
に
共
通
し
、
そ
れ
二
頁
が
和
詩
の
み
の
独
り
善
が
り
に
終
わ
ら
ず
、
原
唱
と
の
矛
盾
が
無
い
場
合
に
限
り
、
模
倣
（
類
似
）
が
成
立
す
る
と
言
う
。
並
び
に
三
つ
、
元
好
問
は
そ
の
例
を
示
す
。
先
ず
一
つ
目
の
「
和
陶
飲
酒
詩
」
二
十
首
其
二
十
の
「
三
杯
洗
戰
國
、
一
斗
消
彊
秦
」
の
句
の
「
気
象
」（「
飲
酒
」
時
に
関
わ
る
そ
れ
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
原
唱
で
あ
る
陶
淵
明
の
「
洙
泗
輟
微
響
、
漂
流
逮
狂
秦
…
…
若
復
不
快
飲
、
空
負
頭
上
巾
。
但
恨
多
謬
誤
、
君
當
恕
醉
人
」（
洙
泗
は
微
響
を
輟
め
、
漂
流
し
て
狂
秦
に
逮
ぶ
。
…
…
若
し
復
た
快
く
は
飲
ま
ず
ん
ば
、
空
し
く
頭
上
の
巾
を
負
ふ
の
み
。
但
だ
謬
誤
多
き
を
恨
む
の
み
な
れ
ば
、
君
よ
当
に
酔
人
を
恕
す
べ
し
）
の
句
の
、
孔
子
の
道
が
焚
書
坑
儒
に
遭
っ
た
今
の
世
で
は
飲
酒
し
て
恨
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
言
う
の
と
比
べ
、
和
詩
は
、
憂
い
は
飲
酒
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
独
り
善
が
り
の
「
恨
」
を
詠
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
陶
淵
明
の
「
恨
」
を
分
か
っ
て
真
似
て
い
る
の
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
蘇
軾
「
和
陶
飲
酒
詩
」
二
十
首
其
一
の
「
偶
得
酒
中
趣
、
空
杯
亦
常
持
」
の
句
に
見
ら
れ
る
「
気
象
」
は
、
酒
杯
は
「
空
」
で
も
趣
き
が
有
れ
ば
好
い
と
蘇
軾
は
詠
ん
で
い
て
、
陶
淵
明
伝
に
「（
陶
）
潛
、
性
不
解
音
聲
、
而
畜
素
琴
一
張
、
無
絃
。
毎
有
酒
適
、
輒
撫
弄
以
寄
其
意
」（
陶
潜
、
性
は
音
声
を
解
せ
ず
、
而
し
て
素
琴
一
張
の
、
絃
無
き
を
蓄
ふ
。
酒
の
適
ふ
有
る
ご
と
に
、
輒
ち
撫
弄
し
て
以
て
其
の
意
を
寄
す
）
と
評
さ
れ
る
所
の
、
琴
に
絃
は
「
無
」
く
と
も
、
酒
さ
え
有
れ
ば
趣
き
は
あ
る
と
陶
淵
明
が
言
う
の
と
で
は
、
弦
は
無
く
と
も
酒
は
無
い
訳
に
は
行
か
ず
、
「
気
象
」
は
矛
盾
す
る
と
す
る
。
た
だ
し
三
例
目
の
、
蘇
軾
「
和
陶
『
歳
暮
作
和
張
常
侍
』」
詩
の
結
句
「
二
子
眞
我
客
、
不
醉
亦
陶
然
」
の
「
気
象
」
に
関
し
て
は
、
陶
淵
明
の
「
屢
闕
清
酤
至
、
無
以
樂
當
年
。
…
…
撫
己
有
深
懷
、
履
運
增
慨
然
」（
屢
し
ば
清
酤
の
至
る
を
闕
け
ば
、
以
て
当
年
を
楽
し
む
無
し
。
…
…
己
れ
を
撫
す
れ
ば
深
き
懐
ひ
有
り
、
運
る
を
履
め
ば
増
す
ま
す
慨
然
た
り
）
の
句
と
比
べ
、
両
者
と
も
に
酔
中
に
な
い
の
で
、
ま
あ
似
て
い
な
く
も
な
い
と
す
る
。
こ
れ
ら
三
例
か
ら
察
す
る
に
、
元
好
問
の
言
う
「
気
象
」
と
は
、
こ
こ
で
は
如
何
に
も
陶
淵
明
が
詠
み
そ
う
な
そ
の
酒
の
飲
み
方
、
い
わ
ば
事
を
為
す
に
当
た
っ
て
の
陶
淵
明
の
決
ま
っ
た
流
儀
（
註
３
）を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
和
詩
に
見
ら
れ
る
詩
人
独
特
の
流
儀
が
原
唱
す
な
わ
ち
陶
淵
明
と
類
似
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
始
め
て
模
倣
が
成
立
す
る
と
元
好
問
は
見
る
（
そ
れ
は
「
擬
陶
」
と
い
う
よ
り
も
「
倣
陶
」
詩
成
立
の
条
件
に
当
た
る
）。
因
み
に
、
元
好
問
を
師
と
仰
ぐ
詩
人
た
ち
は
後
々
競
っ
て
「
和
陶
詩
」
を
手
が
け
て
い
る
が
、
当
の
本
人
で
あ
る
元
好
問
は
、
自
ら
の
「
気
象
」
を
陶
淵
明
の
そ
れ
と
類
似
さ
せ
に
く
い
と
見
た
か
、
子
弟
た
ち
の
よ
う
に
は
「
和
陶
詩
」
を
試
み
て
い
な
い
。以
下
に
は
、
蘇
軾
の
取
り
組
み
を
承
け
、
さ
ら
に
は
元
好
問
の
右
掲
の
一
則
に
あ
る
よ
う
な
指
摘
を
承
け
た
上
で
誘
発
さ
れ
続
け
る
後
世
の
「
和
陶
詩
」
の
う
ち
、「
和
歸
田
園
居
」
六
首
の
其
一
を
例
に
取
り
、
後
世
の
継
承
者
た
ち
が
、
自
ら
の
和
詩
と
原
唱
と
の
類
似
を
い
か
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
、「
気
象
」
の
類
似
を
も
併
せ
、
そ
れ
が
擬
古
詩
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
具
体
的
に
捉
え
て
み
た
い
。
三
、
蘇
軾
以
降
の
「
和
陶
詩
」
概
観
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
は
、
周
知
の
如
く
、
当
初
、
宋
代
に
在
っ
て
は
弟
の
蘇
徹
を
は
じ
め
と
す
る
蘇
門
の
同
志
達
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
以
降
は
と
い
う
と
、
始
め
に
金
の
趙
秉
文
（
一
一
五
九
―
一
二
三
二
）
ら
に
よ
り
承
け
継
が
れ
る
。趙
秉
文
に
つ
い
て
は
、「
…
…
才
甚
高
、
氣
象
甚
雄
、
然
不
免
有
失
支
墮
節
處
、
葢
學
東
坡
而
不
成
者
。
…
…
」（
…
…
（
趙
の
文
は
）
才
甚
だ
高
く
、
気
象
甚
だ
雄
し
き
も
、
然
れ
ど
も
支
へ
を
失
ひ
節
を
堕
と
す
処
有
る
を
免
れ
ず
、
葢
し
東
坡
を
学
ん
で
成
ら
ざ
る
者
な
り
。
…
…
「
四
庫
提
要
」）
と
あ
り
、
そ
の
評
価
は
と
も
か
く
、
蘇
軾
を
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
趙
秉
文
自
身
も
、
た
と
え
ば
「
…
…
太
白
・
杜
陵
・
東
坡
、
詞
人
之
文
也
。
吾
師
其
詞
、
不
師
其
意
。
淵
明
・
樂
天
、
高
士
之
詩
也
。
三
頁
吾
師
其
意
、
不
師
其
詞
。
…
…
」（
…
…
太
白
・
杜
陵
・
東
坡
は
、
詞
人
の
文
な
り
。
吾
れ
其
の
詞
を
師
と
し
、
其
の
意
を
師
と
せ
ず
。
淵
明
・
楽
天
は
、高
士
の
詩
な
り
。
吾
れ
其
の
意
を
師
と
し
、
其
の
詞
を
師
と
せ
ず
。
…
…
「
畣
李
天
英
書
」）
と
言
い
、
蘇
軾
や
陶
淵
明
の
詩
文
は
自
ら
の
師
で
あ
る
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
趙
秉
文
に
は「
和
淵
明
歸
田
園
居
送
潘
清
容
」
六
首
の
ほ
か
、「
和
淵
明
擬
古
」
九
首
、「
和
淵
明
飲
酒
」
二
十
首
等
も
あ
り
、「
和
陶
詩
」
の
積
極
的
な
継
承
者
の
一
人
で
あ
る
と
言
え
る
。
因
み
に
、「
和
陶
詩
」
を
遺
し
て
い
な
い
前
掲
の
元
好
問
は
、
こ
の
趙
秉
文
を
進
士
及
第
の
座
主
と
仰
ぎ
、
そ
の
後
も
文
学
上
の
交
流
を
重
ね
て
い
る
（「
和
陶
詩
」
に
関
し
て
は
趙
秉
文
か
ら
の
触
発
が
無
い
。
元
好
問
は
そ
も
そ
も
、
模
倣
詩
と
い
う
も
の
を
作
ら
ず
、
古
え
の
詩
人
と
の
関
連
で
は
「
論
詩
三
十
首
」
を
遺
す
の
み
で
あ
る
）。では
趙
秉
文
以
降
は
と
い
う
と
、
金
代
以
降
、
趙
秉
文
を
師
と
仰
ぐ
そ
の
元
好
問
に
師
事
し
た
元
の
王
惲
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
四
）
や
郝
經
（
一
二
二
六
―
一
二
七
う
ん
八
）
が
「
和
淵
明
歸
田
園
居
」
詩
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
元
好
問
の
後
生
を
自
称
す
る
や
や
後
の
劉
因
（
一
二
四
九
―
一
二
九
三
）
も
、「
和
淵
明
歸
田
園
居
」
詩
を
手
が
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
代
に
入
る
と
、
そ
の
元
の
劉
因
に
触
発
さ
れ
た
黄
淳
耀
（
一
六
〇
四
―
一
六
四
五
）
が
や
は
り
「
和
淵
明
歸
田
園
居
」
詩
を
詠
む
。
そ
の
他
、
黄
よ
り
以
前
に
は
、李
賢（
一
四
〇
七
―
一
四
六
六
）や
童
軒（
約
一
四
三
〇
―
約
一
五
〇
〇
）、
白
沙
子
こ
と
陳
獻
章
（
一
四
二
八
―
一
五
〇
〇
）
が
既
に
「
和
陶
詩
」
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
や
が
て
、『
蘇
詩
補
注
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
清
の
査
愼
行
（
一
六
五
一
―
一
七
二
八
）
に
ま
で
承
け
継
が
れ
て
行
く
。
で
は
彼
ら
、
趙
秉
文
（
お
よ
び
元
好
問
）
以
降
の
「
和
陶
詩
」
詩
人
は
、「
和
淵
明
歸
園
田
居
」
六
首
の
其
一
を
ど
の
よ
う
に
承
け
継
い
で
い
る
の
か
、
以
下
に
、
各
人
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
見
て
行
く
。
な
お
、贅
言
を
費
や
す
ま
で
も
な
く
、
周
知
の
ご
と
く
、原
唱
と
な
る
陶
淵
明
「
歸
園
田
居
」
其
一
は
、
次
に
引
く
よ
う
に
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
在
り
方
は
間
違
っ
て
お
り
、
帰
田
す
る
こ
と
が
我
が
性
に
合
っ
て
い
る
、
つ
い
て
は
、
そ
う
と
分
か
っ
た
以
上
、
家
は
狭
く
と
も
村
は
快
適
で
あ
り
、
籠
の
鳥
を
や
め
、
こ
こ
（
園
田
）
に
棲
ま
う
こ
と
こ
そ
「
自
然
」
な
真
の
在
り
方
で
あ
る
、
と
い
う
陶
淵
明
独
特
の
論
理
構
成
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
少
無
適
俗
韻
少
く
し
て
俗
に
適
ふ
の
韻
無
く
性
本
愛
丘
山
性
本
よ
り
丘
山
を
愛
す
誤
落
塵
網
中
誤
つ
て
塵
網
の
中
に
落
ち
一
去
三
十
年
一
た
び
去
る
こ
と
三
十
年
覊
鳥
戀
舊
林
覊
鳥
は
旧
林
を
恋
ひ
池
魚
思
故
淵
池
魚
は
故
淵
を
思
ふ
開
荒
南
野
際
荒
れ
た
る
を
南
野
の
際
に
開
き
守
拙
歸
園
田
拙
を
守
り
て
園
田
に
帰
る
方
宅
十
餘
畝
方
宅
十
餘
畝
草
屋
八
九
間
草
屋
八
九
間
楡
柳
蔭
後
簷
楡
柳
は
後
簷
を
蔭
ひ
桃
李
羅
堂
前
桃
李
は
堂
前
に
羅
な
る
曖
曖
遠
人
村
曖
々
た
り
遠
人
の
村
依
依
墟
里
煙
依
々
た
り
墟
里
の
煙
狗
吠
深
巷
中
狗
は
深
巷
の
中
に
吠
え
鷄
鳴
桑
樹
巔
鶏
は
桑
樹
の
巔
き
に
鳴
く
戸
庭
無
塵
雜
戸
庭
に
塵
雑
無
く
虚
室
有
餘
閑
虚
室
に
餘
閑
有
り
久
在
樊
籠
裏
久
し
く
樊
籠
の
裏
に
在
る
も
復
得
返
自
然
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
四
頁
四
、
蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
先
ず
、
嚆
矢
と
な
っ
た
蘇
軾
自
身
の
「
和
陶
詩
」
に
触
れ
て
お
き
た
い
（
註
４
）。
右
に
其
一
を
掲
げ
た
陶
淵
明
「
歸
園
田
居
」
六
首
を
原
唱
と
す
る
「
和
歸
田
園
居
」
詩
制
作
当
時
（
一
〇
九
五
年
三
月
）
の
蘇
軾
は
、
広
東
恵
州
府
の
貶
処
に
在
る
。
そ
の
際
、「
和
陶
詩
」
を
物
す
に
至
っ
た
経
緯
を
、
蘇
軾
自
身
は
そ
の
序
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
三
月
四
日
、
游
白
水
山
佛
迹
巖
、
沐
浴
于
湯
泉
、
晞
髪
于
懸
瀑
之
下
、
浩
歌
而
歸
。
肩
輿
却
行
、
以
與
客
言
、
不
覺
至
水
北
茘
枝
浦
上
。
晩
日
葱
曨
（
蘢
）、
竹
陰
蕭
然
、
時
茘
子
累
累
、
如
芡
實
矣
。
有
父
老
八
十
五
、
指
以
告
余
曰
「
及
是
可
食
、
公
能
攜
酒
來
、
游
乎
。」
意
忻
然
許
之
。
歸
臥
、
既
覺
、
聞
兒
子
過
誦
淵
明
「
歸
園
田
居
詩
六
首
」、
乃
悉
次
其
韻
。
始
余
在
廣
陵
和
淵
明
「
飲
酒
二
十
首
」、
今
復
爲
此
、
要
當
盡
和
其
詩
乃
已
耳
。
今
書
以
寄
妙
總
大
士
參
寥
子
。
（
三
月
四
日
、
白
水
山
仏
迹
岩
に
游
び
、
湯
泉
に
沐
浴
し
、
髪
を
懸
瀑
の
下
に
晞
か
せ
、
浩
歌
し
て
帰
る
。
肩
輿
却
行
し
て
、
以
て
客
と
言
る
に
、
覚
え
ず
水
か
た
北
の
茘
枝
浦
の
上
り
に
至
る
。
晩
日
葱
曨
（
蘢
）
と
し
て
、
竹
陰
蕭
然
、
時
に
ほ
と
茘
子
累
々
と
し
て
、
芡
の
実
の
ご
と
し
。
父
老
の
八
十
五
な
る
有
り
、
指
し
み
づ
ぶ
き
て
以
て
余
に
告
げ
て
曰
く
「
是
れ
食
す
る
べ
き
に
及
べ
ば
、
公
能
く
酒
を
携
へ
て
来
た
れ
、
游
ば
ん
か
」
と
。
意
忻
然
と
し
て
之
を
許
す
。
帰
り
て
臥
し
、
既
に
覚
む
れ
ば
、
児
子
の
過
ぎ
て
淵
明
の
「
園
田
の
居
に
帰
る
詩
六
首
」
を
誦
ん
ず
る
を
聞
き
、乃
ち
悉
く
其
の
韻
に
次
ぐ
。始
め
余
広
陵
に
在
る
に
淵
明
の
「
飲
酒
二
十
首
」
に
和
し
、
今
復
た
此
を
為
す
、
要
す
る
に
当
に
尽
く
其
の
詩
に
和
し
て
乃
ち
已
む
べ
き
の
み
。
今
書
し
て
以
て
妙
総
大
士
参
寥
子
に
寄
す
。）
制
作
の
当
日
、
蘇
軾
は
府
内
の
博
羅
県
白
水
山
の
仏
迹
岩
に
遊
ぶ
。
上
機
嫌
で
温
泉
に
沐
浴
し
、
そ
の
帰
り
、
途
中
の
茘
支
浦
で
齢
八
十
五
の
老
人
と
遇
い
、
茘
枝
子
が
実
の
っ
た
ら
一
献
傾
け
よ
う
と
の
約
束
を
交
わ
し
て
、
日
頃
太
平
を
覚
え
始
め
て
い
る
同
府
内
帰
善
県
の
我
が
家
ま
で
戻
っ
て
来
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
日
常
の
み
が
あ
る
。
そ
れ
が
我
が
家
に
戻
っ
て
、
た
ま
た
ま
息
子
が
陶
淵
明
の
「
歸
田
園
居
」
詩
を
諳
ん
じ
て
い
る
の
を
耳
に
す
る
。
模
倣
の
欲
望
は
、
そ
の
時
点
で
発
火
す
る
。
す
な
わ
ち
和
陶
を
思
い
つ
き
、
今
日
と
い
う
何
気
な
い
、
い
わ
ば
散
在
し
て
い
た
閑
適
な
一
日
を
、
陶
淵
明
の
「
歸
田
園
居
」
六
首
の
構
図
（
筋
立
て
）
に
投
げ
込
ん
で
み
た
く
な
り
、
そ
の
原
詩
に
描
か
れ
る
生
活
環
境
お
よ
び
意
境
に
近
づ
こ
う
と
し
、
吾
が
日
常
を
意
味
あ
る
も
の
に
仕
立
て
て
行
く
。
そ
れ
が
「
和
歸
田
園
居
」
六
首
と
な
っ
て
行
く
が
、
そ
の
冒
頭
の
一
首
が
次
の
「
和
歸
田
園
居
」
六
首
の
其
一
で
あ
る
。
環
州
多
白
水
州
を
環
る
は
白
水
多
く
際
海
皆
蒼
山
海
に
際
す
る
は
皆
蒼
山
以
彼
無
盡
景
彼
の
無
尽
の
景
を
以
て
寓
我
有
限
年
我
が
有
限
の
年
を
寓
す
東
家
著
孔
丘
東
家
は
孔
丘
に
著
き
西
家
著
顔
淵
西
家
は
顔
淵
に
著
く
市
爲
不
二
價
市
は
為
に
価
を
二
に
せ
ず
農
爲
不
爭
田
農
は
為
に
田
を
争
は
ず
周
公
與
管
蔡
周
公
と
管
蔡
と
恨
不
茅
三
間
茅
三
間
な
ら
ざ
ら
し
む
る
を
恨
む
我
飽
一
飯
足
我
が
飽
く
る
は
一
飯
に
て
足
る
も
薇
蕨
補
食
前
薇
蕨
は
食
前
に
補
は
る
門
生
餽
薪
米
門
生
は
薪
米
を
餽
り
お
く
救
我
厨
無
烟
我
が
厨
に
烟
無
き
を
救
ふ
五
頁
斗
酒
與
隻
鷄
斗
酒
と
隻
鶏
と
酣
歌
餞
華
顛
酣
歌
す
れ
ば
華
顛
に
餞
す
禽
魚
豈
知
道
禽
魚
豈
に
道
を
知
ら
ん
や
我
適
物
自
閑
我
適
へ
ば
物
も
自
ら
閑
か
な
り
悠
悠
未
必
爾
悠
々
た
る
は
未
だ
必
ず
し
も
爾
ら
ざ
る
も
し
か
聊
樂
我
所
然
聊
か
我
が
然
り
と
す
る
所
を
楽
し
ま
ん
蘇
軾
は
、
こ
こ
恵
州
に
流
さ
れ
、
政
敵
か
ら
の
脅
威
を
感
じ
、
人
の
命
に
は
限
り
が
有
る
と
思
い
知
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
村
人
を
見
る
と
、
村
人
は
儒
の
教
え
通
り
の
慎
み
深
い
生
活
を
送
っ
て
い
て
、
食
は
粗
末
で
も
生
活
は
満
ち
足
り
、
府
内
は
と
て
も
快
適
で
あ
る
、
つ
い
て
は
自
分
も
今
は
こ
こ
で
、
そ
の
在
り
の
ま
ま
の
生
活
を
楽
し
み
た
い
、
と
詠
む
に
至
る
。
そ
の
際
の
論
理
構
成
は
、
背
景
と
な
る
事
情
こ
そ
陶
淵
明
と
は
異
な
る
も
の
の
、
原
唱
の
構
図
（
筋
立
て
）
に
沿
い
、
原
唱
の
論
理
展
開
を
模
倣
し
、
類
似
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
際
の
「
気
象
」
の
類
似
に
関
し
て
は
、
今
、
十
三
句
目
以
降
の
「
煙
（
＝
烟
）」
韻
「
巔
」
韻
の
四
句
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
四
句
は
、
論
理
展
開
の
中
に
在
っ
て
、陶
淵
明
が
追
求
し
た
帰
田
後
の
村
落
の
甘
受
可
能
な（
太
平
な
）
生
活
環
境
を
詠
ん
で
い
る
。
北
宋
の
釈
惠
洪
（
覚
範
、
一
〇
七
一
？
―
一
一
二
八
）
は
、
原
唱
の
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
「
曖
曖
遠
人
村
、
依
依
墟
里
煙
。
狗
吠
深
巷
中
、
鷄
鳴
桑
樹
巓
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
東
坡
嘗
云
「
淵
明
詩
、
初
視
若
散
緩
、
熟
視
有
奇
趣
」。
如
曰
「
曖
曖
遠
人
村
、
依
依
墟
里
煙
。
狗
吠
深
巷
中
、
鷄
鳴
桑
樹
巓
」、
大
率
才
高
意
遠
、
則
所
寓
得
其
妙
、
遂
能
如
此
。
如
大
匠
運
斤
、
無
斧
鑿
痕
、
不
知
者
則
疲
精
力
、
至
死
不
悟
。
（
東
坡
嘗
て
云
ふ
「
淵
明
の
詩
は
、
初
め
て
視
れ
ば
散
緩
た
る
が
ご
と
き
も
、
熟
視
す
れ
ば
奇
趣
有
り
」
と
（
註
５
）。「
曖
々
た
り
遠
人
の
村
、
依
々
た
り
墟
里
の
煙
。
狗
は
深
巷
の
中
に
吠
え
、
鶏
は
桑
樹
の
巔
き
に
鳴
く
」（
註
６
）と
曰
ふ
が
ご
と
き
、
大
率
ね
才
高
く
意
遠
し
、
則
ち
寓
す
る
所
は
其
の
妙
を
得
、
遂
に
能
お
ほ
む
く
此
く
の
ご
と
し
。
大
匠
の
斤
を
運
ら
せ
て
、
斧
鑿
の
痕
無
き
が
ご
と
く
、
知
ら
ざ
る
者
は
則
ち
精
力
を
疲
れ
し
め
、
死
に
至
る
も
悟
ら
ず
。『
冷
齋
夜
話
』）
村
落
の
太
平
と
は
如
何
な
る
も
の
か
が
、
陶
淵
明
ら
し
い
寓
意
表
現
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
点
を
、
惠
洪
は
絶
妙
で
あ
る
と
言
い
、「
才
高
く
意
遠
し
」
と
評
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、そ
れ
を
承
け
る
蘇
軾
の
和
詩
の
同
じ
箇
所
を
見
る
と
、
村
落
を
「
門
生
は
薪
米
を
餽
り
、
我
が
厨
に
烟
無
き
を
救
ふ
。
斗
酒
と
隻
鶏
と
、
酣
お
く
歌
す
れ
ば
華
顛
に
餞
す
」
と
儒
家
的
な
観
点
か
ら
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
如
何
に
も
陶
淵
明
が
詠
み
そ
う
な
、
そ
の
「
気
象
」
さ
な
が
ら
の
村
落
を
捉
え
て
い
て
「
佳
」
と
言
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
も
は
や
原
唱
を
承
け
よ
う
と
は
し
な
い
蘇
軾
の
独
り
善
が
り
で
あ
っ
て
、
陶
淵
明
の
「
気
象
」
と
は
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
確
か
に
帰
田
後
の
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
事
情
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
出
来
る
蘇
軾
の
「
気
象
」
が
陶
淵
明
な
ら
で
は
の
そ
れ
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
模
倣
は
成
功
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
気
象
」
は
措
く
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
類
似
を
可
能
に
さ
せ
る
構
成
（
筋
立
て
）
が
原
唱
か
ら
齎
さ
れ
て
い
る
点
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
原
唱
に
擬
え
よ
う
と
す
る
「
和
陶
詩
」
の
擬
古
詩
性
に
負
う
も
の
で
あ
っ
て
、
陶
淵
明
が
最
初
に
描
い
た
構
図
が
無
け
れ
ば
、
蘇
軾
の
和
詩
の
筋
立
て
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
存
在
し
得
な
い
。
蘇
軾
は
先
ず
は
そ
の
原
唱
の
構
図
を
こ
そ
何
よ
り
も
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
、
陶
淵
明
と
い
う
原
唱
の
論
理
構
成
に
着
目
し
た
蘇
軾
の
詠
を
更
な
る
原
唱
と
し
て
（
蘇
軾
が
手
が
け
た
よ
う
に
）、
後
世
の
和
陶
詩
も
承
け
継
が
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
六
頁
五
、
金
の
趙
秉
文
の
「
和
陶
詩
」
さ
て
、
閑
閑
道
人
こ
と
金
の
趙
秉
文
は
、
蘇
門
の
子
弟
以
降
に
在
っ
て
、
真
っ
先
に
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
を
承
け
継
い
で
い
る
。
彼
は
知
人
の
潘
清
容
（
字
は
子
淵
、
伝
は
未
詳
）
が
、
都
か
ら
河
南
に
旅
立
つ
際
に
「
和
淵
明
歸
田
園
居
」
詩
の
形
態
を
用
い
て
詩
（
六
首
）
を
贈
り
、
見
送
る
こ
と
を
思
い
立
っ
て
い
る
。
潘
清
容
と
い
う
人
に
つ
い
て
は
今
は
そ
の
詳
細
を
知
り
得
な
い
が
、
趙
秉
文
と
の
別
離
の
先
に
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
は
清
容
の
河
南
蘇
門
山
下
で
山
菜
を
採
る
よ
う
な
隠
退
生
活
と
い
う
現
実
で
あ
ろ
う
。
趙
秉
文
は
、
そ
の
知
人
の
眼
前
に
や
が
て
散
在
す
る
で
あ
ろ
う
現
実
の
断
片
を
予
め
掻
き
集
め
、
そ
れ
を
「
淵
明
歸
田
園
居
」
詩
と
い
う
構
図
（
陶
淵
明
の
原
唱
と
同
じ
筋
立
て
、
論
法
）
で
編
輯
し
直
し
、
や
が
て
来
た
る
べ
き
生
活
を
、
歎
く
必
要
の
無
い
、
陶
淵
明
そ
っ
く
り
の
（
或
い
は
「
西
山
の
下
に
薇
蕨
を
採
る
」
伯
夷
叔
齊
さ
な
が
ら
の
）
今
後
で
あ
る
と
い
う
、
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
眼
前
に
描
い
て
見
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
悲
観
の
無
い
故
郷
へ
の
旅
が
始
ま
る
こ
と
を
「
和
淵
明
歸
田
園
居
、
送
潘
清
容
」
六
首
（
其
一
）
に
し
て
贈
り
、
清
容
へ
の
惜
別
の
辞
と
す
る
。
身
行
半
天
下
身
ら
半
天
の
下
を
行
く
に
何
處
無
名
山
何
れ
の
処
か
名
山
無
か
ら
ん
蘇
門
天
下
勝
蘇
門
は
天
下
の
勝
築
室
不
待
年
室
を
築
く
は
年
を
待
た
ず
曩
時
孫
公
和
曩
時
は
孫
公
和
今
代
潘
子
淵
今
代
は
潘
子
淵
無
家
安
四
壁
家
の
四
壁
に
安
ん
ず
る
無
く
治
生
惟
寸
田
生
を
治
む
る
は
惟
だ
寸
田
の
み
去
國
行
萬
里
国
を
去
つ
て
行
く
こ
と
万
里
往
寄
茅
三
間
往
く
ゆ
く
茅
三
間
に
寄
す
山
川
半
豺
虎
山
川
半
ば
は
豺
虎
一
水
不
得
前
一
水
も
前
む
を
得
ず
寄
謝
李
龍
眠
寄
せ
て
謝
す
李
龍
眠
よ
爲
我
冩
風
煙
我
が
た
め
に
風
煙
を
写
せ
曲
肱
畫
圖
裏
肱
を
画
図
の
裏
に
曲
げ
臥
遊
西
山
巓
臥
し
て
西
山
の
巓
き
に
遊
ば
し
め
よ
尚
恨
畫
中
隱
尚
ほ
恨
む
ら
く
は
画
中
の
隠
の
不
得
招
閑
閑
閑
閑
を
招
く
を
得
ざ
る
を
有
願
何
必
遂
願
ひ
有
る
も
何
ぞ
必
ず
し
も
遂
げ
ん
古
人
豈
盡
然
古
人
豈
に
尽
く
は
然
ら
ん
や
こ
の
和
詩
を
趙
秉
文
は
潘
子
淵
（
清
容
）
に
贈
る
こ
と
に
よ
り
、
隠
棲
に
適
し
た
名
山
は
何
処
に
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
棲
ま
う
蘇
門
山
も
晋
の
孫
登
（
字
は
公
和
）
が
隠
棲
し
た
適
地
、
伯
夷
叔
齊
が
西
山
の
下
に
薇
蕨
を
採
っ
た
よ
う
な
高
尚
な
生
活
が
待
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
願
い
を
遂
げ
た
古
人
な
ど
居
な
い
等
と
歎
く
必
要
は
無
い
、
と
伝
え
る
。
こ
の
詩
は
、
贈
答
詩
で
あ
り
、
し
か
も
相
手
の
立
場
で
詠
ん
で
い
る
と
は
言
え
、
そ
の
論
理
構
成
は
陶
淵
明
の
原
唱
に
沿
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
筋
立
て
こ
そ
が
「
和
陶
詩
」
そ
の
も
の
の
持
つ
擬
古
詩
性
の
成
せ
る
技
と
し
て
潘
清
容
に
意
味
を
齎
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
構
図
が
無
け
れ
ば
、
潘
清
容
は
た
だ
蘇
門
山
下
に
赴
く
だ
け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
趙
秉
文
が
陶
淵
明
の
帰
田
に
擬
え
た
こ
と
に
よ
り
、
清
容
は
「
今
孫
登
」
と
称
せ
ら
れ
、
富
貴
で
は
な
く
と
も
、
肱
を
枕
と
す
る
楽
し
み
を
今
後
は
手
に
入
れ
、
願
え
ば
適
う
意
味
あ
る
将
来
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
そ
の
論
理
展
開
の
中
に
在
っ
て
隠
退
後
の
山
水
の
甘
受
可
能
な
生
活
環
境
を
詠
む
十
三
句
目
以
降
の
「
煙
」
韻
「
巓
」
韻
の
四
句
で
あ
る
が
、
金
山
に
蘇
軾
の
肖
像
を
描
い
た
宋
の
名
画
家
李
龍
眠
を
登
場
さ
せ
、
蘇
門
山
下
に
は
名
画
家
が
絵
に
七
頁
描
き
た
い
程
の
勝
れ
た
生
活
環
境
（
田
園
）
が
あ
り
、
潘
清
容
は
そ
の
画
中
に
在
る
こ
と
に
な
る
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
四
句
に
詠
ま
れ
る
理
想
郷
の
環
境
を
、
陶
淵
明
の
原
唱
の
太
平
な
環
境
と
比
較
し
た
場
合
、
趙
秉
文
だ
け
の
独
り
善
が
り
や
陶
淵
明
が
口
に
し
そ
う
な
事
と
矛
盾
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
陶
淵
明
の
「
気
象
」
に
よ
り
近
づ
い
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
六
、
元
の
王
惲
の
「
和
陶
詩
」
元
に
入
る
と
、
元
好
問
に
師
事
し
た
秋
澗
老
人
こ
と
王
惲
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
う
ん
四
）
が
こ
の
「
和
淵
明
歸
田
園
」
を
試
み
て
い
る
。
王
惲
は
、
序
を
付
け
て
い
る
の
で
、
制
作
の
経
緯
が
分
か
り
易
い
。
庚
寅
冬
、
余
自
閩
中
北
歸
、
年
六
十
有
五
、
老
病
相
仍
、
百
念
灰
冷
、
退
閑
靜
處
、
乃
分
之
宜
。
辛
卯
三
月
十
七
日
、
風
物
閑
暇
、
偶
游
溪
曲
、
眷
彼
林
丘
、
釋
然
有
倦
飛
已
焉
之
念
。
城
居
囂
雜
、
會
心
者
少
。
因
和
淵
明
「
歸
田
園
」
詩
韻
、
以
寓
意
云
。
（
庚
寅
（
一
二
九
〇
年
）
の
冬
、
余
閩
中
よ
り
北
の
か
た
帰
る
に
、
年
六
十
有
五
、
老
病
相
仍
り
、
百
念
灰
の
ご
と
冷
ゆ
れ
ば
、
閑
静
な
る
処
に
退
く
は
、
乃
ち
分
の
宜
し
き
な
り
。
辛
卯
（
一
二
九
一
年
）
三
月
十
七
日
、
風
物
閑
暇
な
れ
ば
、
偶
た
ま
溪
曲
に
游
び
、
彼
の
林
丘
を
眷
み
て
、
釈
然
と
し
て
飛
ぶ
に
倦
み
て
已
み
な
ん
の
念
ひ
有
り
。
城
居
は
囂
雑
な
れ
ば
、
心
に
会
す
る
者
少
し
。
因
つ
て
淵
明
の
「
田
園
に
帰
る
」
詩
の
韻
に
和
し
、
以
て
意
を
寓
す
と
云
ふ
。）
六
十
四
歳
の
王
惲
は
、「
至
元
二
十
六
年
、
授
福
建
閩
海
道
提
刑
按
察
使
、
黜
官
吏
貪
汚
不
法
者
凡
數
十
人
、
察
繋
囚
之
冤
滯
者
、
決
而
遣
之
。
…
…
」（
至
元
二
十
六
年
( 一
二
八
九
年
) 、
福
建
閩
海
道
提
刑
按
察
使
を
授
け
ら
れ
、
官
吏
の
貪
汚
不
法
の
者
を
黜
く
る
こ
と
凡
そ
数
十
人
、
繋
囚
の
冤
滞
す
る
者
を
察
し
、
決
し
て
之
を
し
り
ぞ
遣
る
。
…
…
）
と
い
う
過
酷
な
福
建
閩
按
察
使
の
役
目
を
終
え
、
翌
年
（
一
二
九
〇
年
）
冬
に
北
帰
し
、
老
い
を
理
由
に
郷
里
の
河
南
省
汲
縣
に
閑
居
す
る
。
そ
し
て
そ
の
生
活
の
中
で
、
や
が
て
春
を
迎
え
、
風
物
に
閑
適
を
感
じ
る
晩
春
の
渓
流
や
林
間
を
散
策
し
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
に
関
し
て
「
倦
飛
已
焉
之
念
」（
飛
ぶ
に
倦
ん
で
已
ん
ぬ
る
か
な
の
念
）
を
起
こ
す
（
註
７
）。
し
か
し
、
と
は
言
え
、
そ
れ
は
猥
雑
な
町
中
に
住
ま
う
生
活
の
中
で
の
こ
と
で
あ
り
、
ふ
だ
ん
は
閑
適
な
生
活
を
実
感
で
き
る
機
会
が
少
な
い
。
そ
こ
で
王
惲
は
陶
淵
明
に
和
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
散
在
す
る
猥
雑
な
日
常
の
一
つ
一
つ
の
人
事
と
風
物
を
「
淵
明
歸
田
園
」
と
い
う
一
つ
の
構
図
に
流
し
込
ん
で
糾
合
し
、
自
ら
の
生
活
を
意
味
づ
け
よ
う
と
試
み
る
。
寡
智
空
樂
水
智
寡
き
は
水
を
楽
し
む
を
空
し
く
す
る
も
便
靜
思
潛
山
静
か
な
る
に
便
な
る
は
山
に
潜
む
を
思
ふ
性
既
時
與
捩
性
既
に
時
と
与
に
捩
づね
况
復
迫
暮
年
况
ん
や
復
た
暮
年
に
迫
る
を
や
邇
者
事
遠
役
邇
き
者
も
遠
く
役
せ
ら
る
る
に
事
ふ
れ
ば
ち
か
冒
渉
江
海
淵
江
海
の
淵
を
渉
る
を
冒
す
意
令
不
家
食
意
と
し
て
家
食
せ
ず
餬
口
須
閩
田
口
に
餬
す
る
は
閩
田
を
須
ゐ
し
む
因
之
委
順
去
之
に
因
つ
て
委
順
し
去
り
強
顔
官
府
間
顔
を
官
府
の
間
に
強
ふ
道
遠
策
疲
蹇
道
遠
け
れ
ば
疲
蹇
に
策
う
つ
も
む
ち
跬
歩
鞭
莫
前
跬
歩
な
れ
ば
鞭
う
ち
て
前
む
莫
し
天
幸
脱
覊
靮
天
幸
ひ
に
覊
靮
を
脱
し
放
歸
埛
野
煙
放
つ
て
埛
野
の
煙
に
帰
せ
し
む
郷
曲
喜
我
至
郷
曲
は
我
の
至
る
を
喜
び
迎
拜
衣
倒
顛
迎
へ
拝
し
て
衣
倒
顛
す
雖
云
有
限
躯
躯
を
限
る
有
る
と
云
ふ
と
雖
も
八
頁
且
遂
未
老
閑
且
く
未
だ
老
い
ざ
る
の
閑
を
遂
げ
た
り
一
洗
矯
拂
性
一
た
び
矯
払
の
性
を
洗
ひ
俯
仰
從
天
然
俯
仰
天
の
然
ら
し
む
る
に
従
は
ん
王
惲
は
、
劉
宋
の
謝
靈
運
が
始
寧
の
別
墅
に
仮
り
住
ま
い
し
た
際
に
入
手
し
た
静
者
な
ら
で
は
の
便
宜
と
い
う
も
の
に
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
り
（
註
８
）、
長
年
の
宮
仕
え
に
よ
り
（
貪
汚
不
法
の
官
吏
の
中
に
在
っ
て
厚
顔
無
恥
と
な
り
）
我
が
本
性
が
捩
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
（
註
９
）、
そ
し
て
、
自
ら
を
そ
の
様
に
さ
せ
た
劣
悪
な
環
境
か
ら
逃
れ
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
役
目
が
済
む
と
、
幸
い
な
こ
と
に
老
い
先
短
く
な
っ
て
原
野
に
放
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
適
っ
た
の
を
機
に
残
さ
れ
た
老
い
を
養
い
、
捩
れ
た
真
性
を
取
り
戻
し
た
い
、
と
詠
む
。
こ
れ
も
言
う
ま
で
も
な
く
陶
淵
明
の
原
唱
（
お
よ
び
蘇
軾
の
和
詩
）
の
論
理
構
成
に
沿
っ
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
意
味
あ
る
筋
立
て
を
真
似
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
老
後
に
散
在
す
る
日
常
生
活
に
同
様
の
意
味
づ
け
が
可
能
と
な
る
。
格
調
の
高
さ
を
感
じ
る
詠
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
陶
淵
明
の
原
唱
の
筋
立
て
が
介
在
し
な
け
れ
ば
、
や
は
り
王
惲
の
引
退
生
活
も
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
づ
け
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
「
和
陶
詩
」
を
試
み
た
こ
と
に
よ
り
、『
論
語
』
に
「
知
者
樂
水
、
仁
者
樂
山
。
知
者
動
、
仁
者
靜
」
と
あ
る
所
の
、
水
を
楽
し
む
智
者
な
ら
ぬ
、
山
に
潜
む
静
者
を
自
称
で
き
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
論
理
展
開
の
中
に
在
っ
て
帰
田
後
の
村
落
の
甘
受
可
能
な
生
活
環
境
を
詠
む「
煙
」
韻
「
顛
」
韻
の
「
天
幸
ひ
に
覊
靮
を
脱
す
」
以
下
の
四
句
は
、
逞
し
い
名
馬
の
養
わ
れ
る
郊
外
を
詠
ん
だ
『
詩
経
』
魯
頌
「
駉
」
の
「
駉
駉
牡
馬
、
在
坰
之
野
」（
駉
々
た
る
牡
馬
、
坰
の
野
に
在
り
）
を
踏
ま
え
、
か
つ
て
の
名
馬
が
そ
の
原
野
の
靄
の
中
に
放
た
れ
る
に
際
し
、
そ
れ
を
歓
ん
で
迎
え
入
れ
る
太
平
の
村
落
が
そ
こ
に
は
有
る
と
す
る
。
陶
淵
明
の
「
気
象
」
と
の
矛
盾
を
覚
え
な
け
れ
ば
、「
佳
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
七
、
元
の
郝
經
の
「
和
陶
詩
」
王
惲
と
同
様
に
元
好
問
に
師
事
し
た
元
の
郝
經（
一
二
二
六
―
一
二
七
八
）の「
和
歸
園
田
居
」
六
首
（
其
一
）
も
ま
た
、
序
お
よ
び
題
下
の
自
注
に
次
の
よ
う
に
あ
り
、
制
作
意
図
が
分
か
り
易
い
。
余
自
庚
申
年
、
使
宋
、
館
留
儀
眞
、
至
辛
未
十
二
年
矣
。
毎
讀
陶
詩
以
自
釋
、
是
歲
因
復
和
之
、
得
百
餘
首
。
（
余
庚
申
の
年
（
一
二
六
〇
）
よ
り
、
宋
に
使
ひ
し
、
儀
真
に
館
留
せ
ら
れ
、
辛
未
（
一
二
七
一
）
に
至
る
こ
と
十
二
年
な
り
。
毎
に
陶
詩
を
読
み
て
以
て
自
ら
釈
く
に
、
是
の
歲
復
た
之
に
和
す
る
に
因
り
、
百
餘
首
を
得
た
り
。
序
）
憶
登
封
盧
溪
幽
居
、
唐
盧
鴻
故
居
在
焉
。
（
登
封
の
盧
渓
の
幽
居
を
憶
ふ
、
唐
の
盧
鴻
の
故
居
は
焉
に
在
り
。
自
注
）
こ
の
和
詩
は
、
郝
經
が
南
宋
の
儀
真
県
に
使
い
し
（「
持
節
使
宋
、
館
於
儀
眞
」）、
使
者
足
留
め
に
遭
っ
て
（「
國
信
使
扼
駐
」）、
そ
の
ま
ま
幽
囚
通
算
十
六
年
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
十
二
年
目
に
入
っ
た
歳
に
作
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
詩
は
、
南
宋
で
の
待
遇
が
囚
わ
れ
の
身
で
あ
る
こ
と
を
憚
り
、
自
ら
の
解
放
さ
れ
た
い
思
い
を
あ
か
ら
さ
ま
に
は
詠
ま
な
い
。
詠
み
方
に
は
随
分
の
配
慮
が
な
さ
れ
、
洛
陽
嵩
山
の
隠
士
で
あ
る
唐
の
盧
鴻
の
幽
居
（
寧
極
草
堂
）
の
在
っ
た
盧
溪
（
盧
岩
）
近
辺
に
散
在
す
る
そ
の
盧
鴻
の
束
縛
の
無
い
生
活
の
跡
形
を
掻
き
集
め
、
そ
れ
を
陶
淵
明
「
歸
園
田
居
」
詩
と
い
う
構
図
の
中
に
糾
合
す
る
手
法
を
用
い
て
い
る
。
そ
こ
に
却
っ
て
自
ら
の
南
宋
に
よ
る
「
馽
羈
」
か
ら
解
放
さ
れ
、
故
国
に
帰
り
た
い
思
い
も
託
さ
れ
る
こ
ち
つ
き
と
に
な
り
、
繊
細
な
意
味
づ
け
が
為
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
童
穉
遊
鹿
豕
童
稚
よ
り
鹿
豕
と
遊
び
九
頁
野
逸
便
深
山
野
の
逸
し
み
は
便
ち
深
山
な
り
た
の
幽
居
遠
世
塵
幽
居
し
て
世
塵
に
遠
ざ
か
り
顥
顥
羲
皇
年
顥
々
た
り
羲
皇
の
年
盧
溪
鬱
巖
阿
盧
渓
は
岩
阿
鬱
ん
に
さ
か
繚
壁
涵
淸
淵
繚
れ
る
壁
は
清
淵
に
涵
る
め
ぐ
ひ
た
徴
君
始
眞
隱
徴
君
は
始
め
よ
り
真
隠
種
玉
開
石
田
玉
を
種
ゑ
て
石
田
を
開
く
幽
人
競
卜
鄰
幽
人
は
競
つ
て
隣
を
卜
ひ
聯
落
﨑
阻
間
﨑
阻
の
間
に
聯
落
す
竹
木
茅
舍
邊
竹
木
は
茅
舍
の
辺
桑
麻
橘
籬
前
桑
麻
は
橘
籬
の
前
三
春
牡
丹
雨
三
春
は
牡
丹
の
雨
十
月
梅
花
煙
十
月
は
梅
花
の
煙
孤
雲
出
遙
岑
孤
雲
遙
岑
よ
り
出
で
頽
日
下
層
巓
頽
日
層
巓
に
下
る
性
與
萬
化
寂
性
は
万
化
と
与
に
寂
か
に
し
て
身
同
天
地
閑
身
は
天
地
と
同
に
閑
か
な
り
一
從
入
馽
羈
一
た
び
馽
羈
に
入
る
に
従
へ
ば
趨
蹶
寧
復
然
趨
蹶
と
し
て
寧
ぞ
復
た
然
ら
ん
や
郝
經
自
身
は
、
未
だ
隠
棲
が
適
っ
て
は
い
な
い
の
で
、
自
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
が
適
っ
た
故
国
の
先
賢
、「
吾
愛
盧
徴
君
、
高
臥
嵩
山
裏
。
…
…
而
於
心
抱
中
、
獨
作
羲
皇
地
。
…
…
粤
吾
慕
眞
隱
、
彊
以
骨
肉
累
。
如
教
不
爲
名
、
敢
有
徴
君
志
」（
吾
は
愛
す
盧
徴
君
、
嵩
山
の
裏
に
高
臥
す
。
…
…
而
る
に
心
に
於
い
て
は
中
を
抱
き
、
独
り
羲
皇
の
地
を
作
す
。
…
…
あ
ゝ
吾
れ
真
隠
を
慕
へ
ば
、
強
ひ
て
骨
肉
を
以
て
累
は
さ
ん
。
如
し
名
を
為
さ
ざ
ら
し
め
ば
、
敢
て
徴
君
の
志
有
ら
ん
）
と
皮
日
休
「
七
も
愛
詩
」（
盧
徴
君
鴻
）
も
称
賛
す
る
盧
鴻
の
生
活
に
自
ら
の
願
い
を
托
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
鹿
や
野
豚
と
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
深
山
で
の
幽
居
こ
そ
世
塵
か
ら
遠
ざ
か
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
と
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
地
を
探
し
て
い
た
が
、
今
、
初
春
に
は
も
う
牡
丹
が
咲
い
て
雨
に
洗
わ
れ
、
初
冬
に
は
早
く
も
古
梅
が
花
開
い
て
霞
の
掛
か
る
嵩
山
の
盧
溪
（
盧
岩
）
こ
そ
我
が
求
め
る
地
、
そ
こ
が
そ
れ
と
知
っ
た
上
は
（
註
）直
ぐ
に
も
幽
居
し
て
人
た
る
べ
き
真
性
を
養
お
10
う
と
思
う
、
た
だ
し
今
は
ま
だ
束
縛
の
身
、
つ
ま
ず
い
た
ま
ま
の
状
態
は
続
く
、
と
詠
ま
れ
る
。
こ
の
詩
も
も
し
も
陶
淵
明（
お
よ
び
蘇
軾
）の
予
め
の
筋
立
て
に
沿
わ
な
け
れ
ば
、
閑
寂
を
欲
す
る
意
を
十
分
に
は
意
味
づ
け
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
和
陶
詩
」
の
持
つ
擬
古
詩
性
を
利
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
適
っ
て
い
る
。
そ
の
論
理
展
開
の
中
に
在
っ
て
、
帰
田
後
の
嵩
山
盧
溪
の
甘
受
可
能
な
生
活
環
境
を
詠
む
「
煙
」
韻
「
巓
」
韻
の
四
句
に
は
、
石
を
植
え
れ
ば
玉
が
育
つ
藍
田
の
ご
と
き
盧
岩
の
、
天
地
は
閑
か
で
万
物
が
順
調
に
生
育
し
、
我
が
真
性
の
保
養
を
托
す
に
十
分
な
、
太
平
な
環
境
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
四
句
か
ら
醸
成
さ
れ
る
「
気
象
」
に
郝
經
の
独
り
善
が
り
や
陶
淵
明
（
の
殊
に
菊
の
「
気
象
」）
と
の
矛
盾
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
両
者
は
よ
り
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八
、
元
の
劉
因
の
「
和
陶
詩
」
元
好
問
の
後
生
を
自
称
す
る
容
城
先
生
こ
と
元
の
劉
因（
一
二
四
九
―
一
二
九
三
）
は
、
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
年
、
亡
く
な
る
二
年
前
）
国
か
ら
の
再
度
の
招
聘
を
受
け
つ
つ
、
そ
れ
も
辞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
際
（「
至
元
中
、
蒙
裕
宗
召
爲
賛
善
、
辟
集
賢
學
士
、
皆
不
拜
」）、
当
時
の
宰
相
に
与
え
た
書
翰
に
「
且
因
之
立
心
、
自
幼
及
長
、
未
嘗
一
日
敢
爲
崖
岸
卓
絶
甚
高
難
繼
之
行
」（
且
つ
因
の
心
を
立
つ
（
わ
れ
）
る
は
、
幼
き
よ
り
長
ず
る
に
及
び
、
未
だ
嘗
て
一
日
た
り
と
も
敢
て
崖
岸
卓
絶
の
ご
と
甚
だ
高
く
継
ぎ
難
き
の
行
ひ
を
為
さ
ず
）、「
後
以
老
母
中
風
、
請
還
家
省
視
。
不
幸
彌
留
、
竟
遭
憂
制
、
遂
不
復
出
、
初
豈
有
意
于
不
仕
邪
」（
後
に
老
母
の
中
風
を
一
〇
頁
以
て
、
家
に
還
り
て
省
視
す
る
を
請
ふ
。
不
幸
に
し
て
弥
い
よ
留
ま
る
に
、
竟
に
憂
ひ
の
制
に
遭
ひ
、
遂
に
復
た
と
は
出
で
ざ
れ
ば
、
初
め
豈
に
意
と
し
て
仕
へ
ざ
る
有
ら
ん
や
）、「
况
因
平
昔
非
隱
晦
者
邪
」（
况
ん
や
因
の
平
昔
隠
晦
の
者
に
非
ざ
る
（
わ
れ
）
を
や
。
以
上
『
元
史
』
劉
因
傳
「
上
書
宰
相
」）
等
と
綴
っ
て
い
る
。
自
分
は
隠
棲
者
の
よ
う
な
仕
え
な
い
意
志
を
堅
持
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
母
の
死
と
自
ら
の
病
い
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
帰
田
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
高
踏
派
的
で
あ
る
と
の
誤
解
を
受
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
う
。「
和
歸
田
園
居
五
首
」（
其
一
）
は
、
そ
の
誤
解
を
解
く
べ
く
思
い
立
っ
て
い
る
。
そ
の
際
の
和
陶
は
、
陶
淵
明
の
原
唱
に
似
せ
て
自
ら
の
生
活
を
意
味
づ
け
る
手
法
を
用
い
て
い
る
と
は
言
え
、
い
わ
ば
反
対
模
倣
に
依
り
、
や
は
り
誤
解
を
解
く
べ
く
技
巧
を
凝
ら
し
、
表
面
的
に
は
後
漢
の
仲
長
統
（
一
八
〇
―
二
二
〇
）
が
理
想
に
描
い
た
田
園
生
活
を
陶
淵
明
の
構
図
に
沿
っ
て
詠
み
つ
つ
、
そ
の
仲
長
統
の
田
園
生
活
が
、
実
は
陶
淵
明
の
そ
れ
と
比
べ
て
徒
ら
に
過
ぎ
ず
、
迂
遠
な
論
説
に
過
ぎ
な
い
と
否
定
し
て
見
せ
る
手
法
を
採
る
。
そ
し
て
並
行
し
て
裏
面
に
於
い
て
、
そ
れ
と
は
逆
の
自
ら
の
生
活
を
肯
定
的
に
烘
托
す
る
。
自
分
と
は
似
て
非
な
る
仲
長
統
を
引
き
合
い
に
出
す
べ
く
、
巧
み
に
作
っ
て
い
る
。
少
小
不
解
事
少
小
よ
り
事
を
解
せ
ず
談
笑
論
居
山
談
笑
し
て
山
に
居
る
を
論
ず
爲
問
五
柳
陶
為
に
問
ふ
五
柳
の
陶
栽
培
幾
何
年
栽
培
す
る
こ
と
幾
何
く
の
年
か
と
安
得
十
畆
宅
安
に
か
得
ん
や
十
畝
の
宅
の
背
山
復
臨
淵
山
を
背
に
し
て
復
た
淵
に
臨
む
東
鄰
漢
陰
圃
東
隣
は
漢
陰
の
圃
西
家
鹿
門
田
西
家
は
鹿
門
の
田
前
通
仇
池
路
前
は
仇
池
の
路
に
通
じ
後
接
桃
源
間
後
ろ
は
桃
源
の
間
に
接
す
る
熈
熈
小
國
樂
煕
々
た
り
小
国
の
楽
し
み
夢
想
羲
皇
前
夢
想
す
羲
皇
の
前
な
る
を
石
上
無
禾
生
石
上
は
禾
の
生
ふ
る
無
く
い
ね
粲
爛
空
白
烟
粲
爛
と
し
て
白
烟
を
空
し
く
す
營
營
區
中
民
営
々
た
り
区
中
の
民
擾
擾
風
中
顛
擾
々
と
し
て
風
中
に
顛
る
た
ふ
未
論
無
田
歸
未
だ
田
の
帰
る
無
き
を
論
ぜ
ざ
る
に
歸
田
誰
獨
閑
田
に
帰
つ
て
誰
か
独
り
閑
か
な
ら
ん
迂
哉
仲
長
統
迂
な
る
か
な
仲
長
統
論
説
徒
紛
然
論
説
徒
ら
に
紛
然
た
り
劉
因
は
仲
長
統
に
対
す
る
揶
揄
を
込
め
、
自
ら
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
も
の
分
か
り
が
悪
く
、
陶
淵
明
が
山
居
を
庇
蔭
す
る
た
め
に
何
年
も
か
か
っ
て
栽
培
し
た
五
本
の
柳
を
笑
っ
て
ば
か
り
、
隠
棲
し
た
と
こ
ろ
で
仲
長
統
の
ご
と
き
山
を
背
に
し
て
淵
に
臨
む
よ
う
な
十
畝
も
あ
る
田
園
の
邸
宅
の
入
手
な
ど
望
め
ず
、
周
り
は
石
こ
ろ
ば
か
り
の
荒
れ
地
で
米
も
穫
れ
な
い
、
山
自
体
が
民
や
自
ら
を
養
わ
な
い
以
上
、
こ
こ
は
志
を
楽
し
め
る
場
所
で
は
な
い
、
質
素
で
慎
ま
し
い
生
活
を
送
る
の
が
関
の
山
、
そ
こ
に
は
閑
適
が
有
る
と
す
る
仲
長
統
の
山
居
の
説
（「
楽
志
論
」）
な
ど
空
論
で
し
か
な
い
（
独
り
帰
田
し
閑
適
に
暮
ら
す
な
ど
思
い
だ
に
せ
ず
、
自
分
を
高
踏
派
と
見
る
者
は
誤
解
し
て
い
る
）、
と
詠
む
。
い
わ
ば
陶
淵
明
の
原
唱
を
裏
返
し
た
詠
み
方
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
論
理
構
成
か
ら
見
れ
ば
、
や
は
り
原
唱
に
沿
っ
て
は
い
る
。
劉
因
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
仲
長
統
の
「
樂
志
論
」
を
踏
ま
え
て
こ
の
和
陶
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
仲
長
統
は
、「
統
、
毎
州
郡
命
召
、
稱
疾
不
就
、
常
以
爲
凡
遊
帝
王
者
、
欲
以
立
身
揚
名
耳
、
而
名
不
常
存
、
人
生
易
滅
、
優
游
偃
仰
、
可
以
自
娯
、
欲
卜
居
清
曠
、
以
樂
其
志
。」（
統
、
州
郡
の
召
す
を
命
ず
る
ご
と
に
、
疾
ひ
と
称
し
て
就
か
ず
、
常
に
以
為
へ
ら
く
凡
そ
帝
王
に
遊
ぶ
者
は
、
以
て
身
を
立
て
名
を
揚
げ
ん
と
欲
す
る
の
一
一
頁
み
な
る
も
、
而
も
名
は
常
に
は
存
せ
ず
、
人
生
も
滅
し
易
け
れ
ば
、優
游
偃
仰
し
て
、
以
て
自
ら
娯
し
む
べ
く
、
居
を
清
曠
に
卜
ひ
、
以
て
其
の
志
を
楽
し
ま
し
め
ん
と
欲
す
と
。「
冊
府
元
亀
｣ 引
）
と
い
う
生
活
様
式
を
採
る
が
、
そ
の
持
論
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
使
居
有
良
田
廣
宅
、
背
山
臨
流
、
溝
池
環
帀
、
竹
木
周
布
、
場
圃
築
前
、
果
園
樹
後
。
舟
車
足
以
代
歩
渉
之
難
、
使
令
足
以
息
四
體
之
役
。
養
親
有
兼
珍
之
膳
、
妻
孥
無
苦
身
之
勞
。
良
朋
萃
止
、
則
陳
酒
肴
以
娯
之
、
嘉
時
吉
日
、
則
烹
羔
豚
以
奉
之
。
蹰
躇
畦
苑
、
遊
戲
平
林
、
濯
清
水
、
追
涼
風
、
釣
遊
鯉
、
弋
高
鴻
。
風
於
舞
雩
之
下
、
詠
歸
高
堂
之
上
。
安
神
閨
房
、
思
老
氏
之
玄
虚
、
呼
吸
精
和
、
求
至
人
之
彷
彿
。
與
達
者
數
子
論
道
講
書
、
俯
仰
二
儀
、
錯
綜
人
物
。
彈
南
風
之
雅
操
、
發
清
商
之
妙
曲
、
逍
遙
一
世
之
上
、
睥
睨
天
地
之
間
。
不
受
當
時
之
責
、
永
保
性
命
之
期
。
如
是
則
可
以
陵
霄
漢
、
出
宇
宙
之
外
矣
。
豈
羨
夫
入
帝
王
之
門
哉
。
（
居
を
し
て
良
田
広
宅
有
ら
し
め
、
山
を
背
に
し
て
流
れ
に
臨
み
、
溝
池
は
環
帀
し
、
竹
木
は
周
布
し
、
場
圃
は
前
に
築
き
、
果
園
は
後
ろ
に
樹
つ
。
舟
車
は
以
て
歩
渉
の
難
に
代
ふ
る
に
足
り
、
使
令
は
以
て
四
体
の
役
を
息
は
し
む
る
に
足
る
。
親
を
養
ふ
は
珍
を
兼
ぬ
る
の
膳
有
り
、
妻
孥
は
身
を
苦
し
む
る
の
労
無
し
。
良
朋
萃
ま
り
止
ま
れ
ば
、
則
ち
酒
肴
を
陳
ね
て
以
て
之
を
娯
し
ま
し
め
、
あ
つ
嘉
時
吉
日
は
、
則
ち
羔
豚
を
烹
て
以
て
之
を
奉
ぐ
。
畦
苑
に
蹰
躇
し
、
平
林
に
遊
戯
し
、
清
水
に
濯
ぎ
、
涼
風
を
追
ひ
、
遊
鯉
を
釣
り
、
高
鴻
に
弋
す
。
舞
い
ぐ
る
み
雩
の
下
に
風
ふ
か
れ
、詠
じ
て
高
堂
の
上
り
に
帰
る
。神
を
閨
房
に
安
ん
じ
て
、
ほ
と
老
氏
の
玄
虚
を
思
ひ
、
呼
吸
は
精
和
に
し
て
、
至
人
の
彷
彿
た
る
を
求
む
。
達
者
数
子
と
道
を
論
じ
書
を
講
じ
、
二
儀
を
俯
仰
し
、
人
物
に
錯
綜
す
。
南
風
の
雅
操
を
弾
き
、
清
商
の
妙
曲
を
発
し
、
一
世
の
上
に
逍
遙
し
、
天
地
の
間
を
睥
睨
す
。
当
時
の
責
め
を
受
け
ず
、
永
く
性
命
の
期
を
保
つ
。
是
く
の
ご
と
く
ん
ば
則
ち
以
て
霄
漢
を
陵
ぎ
、
宇
宙
の
外
に
出
づ
べ
し
。
豈
に
夫
の
帝
王
の
門
に
入
る
を
羨
ま
ん
や
。『
後
漢
書
』
仲
長
統
傳
引
「
樂
志
論
」）
こ
こ
に
自
ら
言
う
よ
う
に
、
仲
長
統
は
玄
学
者
と
し
て
「
居
を
し
て
良
田
広
宅
有
ら
し
め
、
山
を
背
に
し
て
流
れ
に
臨
み
、
溝
池
は
環
り
帀
ら
せ
、
竹
木
は
周
ね
く
布
め
ぐ
き
、
場
圃
は
前
に
築
き
、
果
園
は
後
ろ
に
樹
つ
。
…
…
」
と
い
っ
た
、
常
道
を
超
脱
す
る
と
評
せ
ら
れ
る
高
踏
派
的
な
田
園
生
活
を
理
想
と
し
て
営
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
註
）。11
そ
れ
に
対
し
て
劉
因
は
、
自
分
は
そ
れ
と
は
似
て
非
な
る
者
で
あ
る
と
す
る
。
元
の
欧
陽
玄
「
靜
修
劉
先
生
畫
像
贊
（
靜
脩
先
生
畫
像
贊
）」
の
賛
辞
を
借
り
れ
ば
、
劉
因
は
次
の
よ
う
に
評
せ
ら
れ
る
。
微
點
之
狂
、
而
有
沂
上
風
雩
之
樂
、
資
由
之
勇
、
而
無
北
鄙
鼓
瑟
之
聲
。
於
裕
皇
之
仁
而
見
不
可
留
之
四
皓
、
以
世
祖
之
畧
而
遇
不
能
致
之
兩
生
。
烏
虖
、
麒
麟
鳳
皇
、
固
宇
内
之
不
常
有
者
也
、
然
而
一
見
而
六
典
作
、
一
出
而
春
秋
成
。
則
其
志
不
欲
遺
世
而
獨
往
也
明
矣
。亦
將
從
周
公
孔
子
之
後
、爲
往
聖
繼
絶
學
、
爲
來
世
開
太
平
者
耶
。
（
点
の
狂
微
く
と
も
、
沂
の
上
り
に
て
雩
に
風
ふ
か
る
る
の
楽
し
み
有
り
、
由
な
ぎ
ほ
と
う
の
勇
に
資
す
る
も
、
北
鄙
に
て
瑟
を
鼓
す
る
の
声
無
し
（
註
）。
裕
皇
の
仁
に
於
12
い
て
す
れ
ば
留
む
る
べ
か
ら
ざ
る
の
四
皓
を
も
見
、
世
祖
の
略
を
以
て
す
れ
ば
致
す
能
は
ざ
る
の
両
生
に
も
遇
ふ
。
あ
ゝ
、
麒
麟
鳳
皇
は
、
固
よ
り
宇
内
の
常
に
は
有
ら
ざ
る
者
な
る
も
、
然
り
而
し
て
一
た
び
見
て
は
六
典
作
こ
り
、
一
た
お
び
出
で
て
は
春
秋
成
れ
り
。
則
ち
其
の
志
の
世
を
遺
れ
て
独
り
往
か
ん
と
欲
せ
ざ
る
や
明
ら
か
な
り
。
亦
た
将
に
周
公
孔
子
の
後
よ
り
、
往
聖
の
為
に
絶
学
を
継
ぎ
、
来
世
の
為
に
太
平
を
開
く
者
な
ら
ん
と
す
る
か
。『
圭
齋
文
集
』）
「
志
は
、
世
を
遺
れ
て
独
り
往
か
ん
と
は
欲
せ
ず
」
と
い
う
の
が
劉
因
で
あ
り
、
わ
す
「
将
に
周
公
孔
子
の
後
よ
り
、
往
聖
の
為
に
絶
学
を
継
ぎ
、
来
世
の
為
に
太
平
を
開
一
二
頁
く
者
な
ら
ん
と
す
る
か
」
と
言
っ
て
好
い
と
す
る
。
朱
子
学
を
継
承
し
、
い
わ
ゆ
る
後
世
心
学
の
「
曾
點
舞
雩
詠
歸
之
樂
」（
曽
点
舞
雩
に
て
詠
じ
帰
る
の
楽
し
み
）
を
ぶ
う
齎
ら
す
人
物
で
あ
る
と
欧
陽
玄
が
評
す
る
よ
う
に
、劉
因
は
歴
と
し
た
儒
家
で
あ
る
。
自
ら
は
質
素
を
心
が
け
、仲
長
統
の
理
想
と
し
た
よ
う
な
常
道
を
超
脱
し
た「
高
行
」
と
評
さ
れ
る
驕
奢
な
田
園
生
活
を
営
む
こ
と
は
な
い
。
劉
因
は
こ
の
「
和
陶
詩
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
在
り
方
を
そ
の
よ
う
に
意
味
づ
け
し
て
見
せ
て
い
る
。
な
お
、
論
理
展
開
の
中
に
在
っ
て
本
来
は
帰
田
後
の
山
居
の
甘
受
可
能
な
生
活
環
境
を
詠
む
べ
き
「
烟
（
煙
）」
韻
「
顛
（
巓
）」
韻
の
四
句
は
、
儒
者
の
目
か
ら
の
自
ら
実
体
験
し
て
い
る
生
活
を
詠
む
。
そ
こ
に
は
道
家
者
流
と
は
逆
の
、
太
平
の
望
め
な
い
、
甘
受
し
か
ね
る
荒
れ
地
が
広
が
る
。
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
、
劉
因
の
独
り
善
が
り
、
陶
淵
明
と
は
相
矛
盾
す
る
と
見
れ
ば
、「
気
象
」
の
類
似
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
故
意
に
反
転
さ
せ
た
詠
み
方
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
九
、
結
語
冒
頭
に
引
用
し
た
蘇
軾
の
言
葉
の
後
に
、
そ
の
弟
の
蘇
轍
は
、
兄
（
字
は
子
瞻
）
の
「
和
陶
詩
」
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
…
…
子
瞻
之
仕
、
其
出
處
進
退
、
猶
可
考
也
。
後
之
君
子
、
其
必
有
以
處
之
矣
。
孔
子
曰
「
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
竊
比
於
我
老
彭
。」
孟
子
曰
「
曽
子
子
思
同
道
。」
區
區
之
迹
、
盖
未
足
以
論
士
也
。
…
…
（
…
…
子
瞻
の
仕
ふ
る
や
、
其
の
出
処
進
退
は
、
猶
ほ
考
ふ
べ
き
な
り
。
後
の
君
子
も
、
其
れ
必
ず
や
以
て
之
に
処
る
有
ら
ん
。
孔
子
曰
く
「
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
へ
を
好
み
、
窃
か
に
我
を
老
彭
に
比
す
」
と
。
孟
子
曰
く
「
曽
子
と
子
思
は
道
を
同
じ
く
す
」
と
。
区
々
た
る
の
迹
は
、
蓋
し
未
だ
以
て
士
を
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
蘇
徹
「『
追
和
陶
淵
明
詩
』
引
」）
後
世
の
者
に
も
必
ず
兄
の
蘇
軾
に
起
こ
っ
た
の
と
同
じ
事
は
起
こ
る
、
と
蘇
轍
は
言
う
。
そ
し
て
そ
の
事
を
後
世
の
者
が
活
か
す
た
め
に
は
（
註
）、
蘇
軾
に
起
こ
っ
た
13
「
区
々
た
る
の
迹
」
す
な
わ
ち
表
面
的
な
事
蹟
だ
け
を
取
り
上
げ
て
蘇
軾
の
よ
う
な
士
人
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
続
け
る
。
そ
こ
に
「
和
陶
詩
」
が
介
在
す
る
。「
和
陶
詩
」
は
そ
の
内
面
に
、
孔
子
や
孟
子
が
言
う
よ
う
に
、
先
賢
（
陶
淵
明
）
の
「
道
」
が
祖
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
蘇
軾
自
身
が
陶
淵
明
と
い
う
先
覚
を
好
み
、
陶
淵
明
と
「
道
」
を
同
じ
く
し
よ
う
と
し
、
陶
淵
明
と
い
う
原
唱
の
持
つ
論
理
構
造
を
捉
え
、
そ
れ
に
擬
え
て
我
が
眼
前
に
散
在
す
る
日
常
を
糾
合
し
、
我
が
生
活
を
意
味
あ
る
も
の
に
仕
立
て
直
し
、
我
が
「
区
々
た
る
の
迹
」
を
の
み
詠
む
に
止
め
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
擬
古
詩
性
（「
擬
陶
詩
」
性
お
よ
び
「
倣
陶
詩
」
性
）
に
よ
り
齎
さ
れ
て
い
る
（
註
）。
そ
し
て
そ
の
よ
う
14
な
兄
の
模
倣
の
意
義
を
弟
は
よ
く
理
解
し
、
後
世
の
者
に
も
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
同
様
の
営
為
を
試
み
る
よ
う
示
唆
し
て
い
る
。
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
和
陶
詩
」
は
元
代
に
入
る
と
一
層
技
巧
が
凝
っ
て
来
る
が
、
後
世
の
者
は
そ
の
持
つ
擬
古
詩
性
に
触
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
蘇
軾
に
倣
っ
て
そ
の
営
為
を
活
か
し
、
蘇
軾
と
同
様
に
自
ら
の
日
常
の
中
に
見
る
べ
き
も
の
を
見
出
だ
し
、
日
常
を
立
て
直
す
こ
と
に
な
る
。
註
１
、
原
田
愛
「
蘇
徹
に
よ
る
蘇
軾
『
和
陶
詩
』
の
繼
承
」（「
日
本
中
國
學
會
報
」
第
六
十
三
集
、
二
〇
一
一
年
）
は
「
…
…
『
和
陶
詩
』
は
、
舊
來
の
『
唱
和
詩
』『
擬
古
詩
』
と
異
な
る
性
質
・
形
式
で
あ
り
な
が
ら
、『
唱
和
詩
』
が
も
た
ら
す
文
人
間
の
強
い
連
帶
感
と
『
擬
古
詩
』
の
有
す
る
時
間
の
超
越
性
を
併
せ
持
つ
、
新
た
な
文
學
形
態
で
あ
っ
た
。
…
…
」
と
す
る
。
註
２
、
楊
松
冀
『
精
神
家
園
的
詩
学
探
尋―
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
与
陶
淵
明
詩
歌
之
比
較
研
究―
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
陶
詩
の
模
倣
形
式
を
各
句
ご
と
に
真
似
る
「
擬
陶
」、
文
体
を
真
似
る
「
倣
陶
」、
押
韻
を
踏
襲
す
る
「
和
陶
」
の
三
つ
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
註
３
、
蒋
祖
怡
ら
主
編
『
中
国
詩
話
辞
典
』（
北
京
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
は
、「
気
象
」
を
、
人
で
言
え
一
三
頁
ば
「
儀
容
」（
威
儀
を
た
だ
し
た
と
き
の
姿
形
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
詩
の
風
格
を
決
定
す
る
、
と
言
う
。
註
４
、
和
陶
の
先
駆
者
と
し
て
誰
よ
り
も
早
く
劉
宋
の
謝
靈
運
が
い
る
こ
と
は
、
石
川
忠
久
『
陶
淵
明
と
そ
の
時
代
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
）「
謝
靈
運
に
見
る
陶
淵
明
の
影
」
に
詳
し
い
。
註
５
、
蘇
軾
「
書
『
唐
氏
六
家
書
』
後
」
に
「
永
禪
師
書
、
骨
氣
深
穏
、
體
兼
衆
妙
精
能
之
至
、
反
造
疎
淡
、
如
觀
陶
彭
澤
詩
、
初
若
散
緩
不
收
、
反
覆
不
已
、
乃
識
其
奇
趣
。
…
…
」
と
あ
り
、「
初
め
は
散
緩
と
し
て
収
め
ざ
る
が
ご
と
き
も
、
反
覆
し
て
已
め
ざ
れ
ば
、
乃
ち
其
の
奇
趣
を
識
る
」
が
そ
の
「
骨
気
」
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
註
６
、「
狗
・
鷄
」
は
、
村
落
が
太
平
で
あ
る
形
象
。『
老
子
』
の
「
鄰
國
相
望
、
鷄
犬
之
聲
相
聞
」
を
踏
ま
え
る
が
、
楽
府
の
「
鷄
鳴
曲
」
に
「
鷄
鳴
髙
樹
顛
、
狗
吠
深
宮
中
。
蕩
子
何
所
之
、
天
下
方
太
平
」
と
あ
り
、
宋
の
王
質
（
雪
山
）『
詩
總
聞
』
野
有
死
麕
に
は
「
護
門
有
犬
、
郷
落
氣
象
也
」
と
言
う
。
註
７
、
陶
淵
明
「
歸
去
來
辭
」
の
「
鳥
倦
飛
而
知
還
」（
鳥
飛
ぶ
に
倦
み
て
還
る
を
知
る
）
に
基
づ
く
。
註
８
、
陶
淵
明
の
用
韻
（
依
韻
詩
）
で
あ
る
謝
靈
運
「
過
始
寧
墅
」
詩
の
句
「
拙
疾
相
倚
薄
、
還
得
靜
者
便
」
に
基
づ
く
。
謝
靈
運
の
こ
の
詩
が
陶
淵
明
「
歸
田
園
」
詩
の
和
詩
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
（
註
４
）
の
石
川
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。或
い
は
王
惲
は
既
に
そ
れ
と
知
っ
て
和
し
て
い
る
。な
お
、元
の
劉
履
『
選
詩
補
註
』
に
「
便
、
宜
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
謝
靈
運
の
「
靜
」
が
『
老
子
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
顧
紹
柏
『
謝
靈
運
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。
註
９
、
結
二
句
の
「
矯
拂
」
は
『
莊
子
』
馬
蹄
篇
「
伯
樂
善
治
馬
」
の
郭
象
注
に
「
矯
拂
其
性
、
使
死
而
後
已
」
と
あ
る
の
を
典
故
と
し
、
我
が
本
性
が
捩
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
註
、
郝
經
の
自
注
に
「
盧
鴻
故
居
、
有
徴
君
祠
。
祠
前
牡
丹
甚
盛
、
背
坐
竹
木
間
多
古
梅
。
故
云
」
と
あ
10る
。
註
、
徐
斌
『
魏
晉
玄
學
新
論
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
仲
長
統
は
「
狂
生
」「
高
行
」
11の
理
想
と
処
世
態
度
を
持
つ
、
と
す
る
。
註
、『
論
語
』
の
「
點
、
爾
何
如
。
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、
風
乎
舞
雩
、
詠
而
歸
」、
及
び
『
孔
子
家
語
』
12の
「
子
路
鼓
瑟
、
有
北
鄙
殺
伐
之
聲
、
蓋
其
氣
質
剛
勇
、
而
不
足
於
中
和
、
故
其
發
於
聲
者
如
此
」
を
踏
ま
え
る
。
註
、
劉
禹
昌
ら
訳
注
『
唐
宋
八
大
家
文
章
精
華
』（
新
華
書
店
、
一
九
八
七
年
）
は
、
蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
13は
後
世
へ
の
「
教
訓
」
で
あ
る
、
と
訳
注
す
る
。
註
、「
区
々
た
る
の
迹
」
に
関
し
、
宋
の
晁
説
之
「
和
陶
引
辨
」
は
「
問
、
區
區
之
迹
、
未
足
以
論
士
、
14如
何
。
曰
、
是
心
與
迹
判
之
論
也
。
吾
温
公
斥
之
矣
。
盖
論
士
者
必
以
區
區
之
迹
。
吾
友
有
喜
和
陶
詩
者
、
因
爲
辯
之
、
云
爾
」（『
嵩
山
文
集
』、『
景
迂
生
集
』
所
収
）
と
言
い
、
蘇
徹
の
、「
士
」
の
「
心
と
迹
と
判
か
つ
」
か
に
見
え
る
和
陶
詩
の
捉
え
方
を
批
判
す
る
。
